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─ 選手宣誓 ─

愛知県立名古屋聾学校

中西　大翔

本大会に参加する教師、生徒、関係者の基本的な約束

宣誓。

我々選手一同は、全国特別支援学校フットサル大会に向けて、

一生懸命練習に取り組み、チームの力を磨いてきました。

この大会が開催できることに感謝の気持ちを忘れず、

練習の成果を十分に発揮したいです。

最後まで全力でプレーし、悔いのない大会にすることを誓います。

◯生徒の「主体的」・「対話的」・「深い学び」の場とします。
　特別支援学校では、多くの生徒が、卒業後、実社会に出て就労することと、かつ各学校で教育指導
の原則としている「主体的、対話的で深い学び」を踏まえて、本大会での監督・コーチの「指示・命令の
言葉（～～せよ。～～するな。等）」や「威圧的な行動」（ベンチで立って、指差し等を行う。）は、生徒の主
体的判断を尊重していない行動として慎んでください。
　監督・コーチは、基本として、選手交代時以外はベンチに座り、状況を見守り、正確に把握して、穏や
かな態度で、本来のコーチング（生徒の自主的・主体的な判断力・決定力・実行力を高めるよう工夫し
た言葉がけや取り組み）に基づく、生徒への温かな思いやりのある言葉遣いや行動を常に意識して
行動するよう期待しています。

◯仲間、先生、相手、審判等にリスペクトrespectを示す場とします。
　リスペクトとは、「尊敬すること。」「敬意を表すこと。」「価値を認めて心服すること。」です。
　社会に出た場合、自分の周りにいる方々へのこのリスペクトの心根があれば、大抵のことは円滑に
進めることができます。
　したがって、本大会は、フットサルを通して、仲間、ご指導の先生、対戦相手、審判、大会関係者など
に感謝してプレ－をします。加えて、一人一人の生徒が自分自身の持っている力を全力を尽くすととも
に、仲間と協力してゴールを目指し、ゴールを守る場とします。
　特に、監督・コーチは、生徒の鏡として模範となるよう行動することを期待しています。
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ごあいさつ

公益財団法人日本ライオンズ

理事長　小野寺 眞悟

　私たち公益財団法人日本ライオンズは、名古屋市において第3回全国特別

支援学校フットサル大会を開催することができ、関係各位には深く御礼申し上

げます。 

　さて、この全国大会に出場するため、我が国の特別支援学校の約1割122校

が参加した予選大会が全国12地区において開催され、各地区大会で優勝し

た学校が、各校、各生徒の名誉を得るために名古屋市中村スポーツセンターで

厳しい闘いを行うことになります。 

　本大会では、生徒一人一人が自覚と情熱をもって頑張り、選手と関係者、支

援者が一体となった感動共有のドラマが繰り広げられることでしょう。 

　特に、フットサルを通じて育まれた力は、卒業後も社会に適応できる貴重な体

験として、各生徒の自らが考え、行動し、地域に円滑に生活することができる礎と

なることでしょう。そのために、この大会は、他にはない特別なルールとして、各学

校の監督・コーチのゲーム中のコントロール、指示・命令の一切を禁止しており

ます。是非、生徒の皆さんだけの力で目の前の困難を乗り越え、見事、栄冠をつ

かみとってほしいと心より願っております。 

　最後に、大会の成功に向けて、保護者の皆様方を含めて、本大会にご尽力、

ご協力を頂きました多くの皆様に深い感謝の意を表するとともに、大会の成功と

全ての参加者の健闘を心より祈念申し上げごあいさつといたします。どうぞよろし

くお願い申し上げます。
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祝　辞

スポーツ庁長官

室伏　広治

　第3回全国特別支援学校フットサル大会が盛大に開催されますことを、心か

らお祝い申し上げます。

　本年開催されたパリ2024 パラリンピック競技大会により、パラスポーツは改め

て大きな注目が集まっているところです。このような中、本大会は特別支援学校

生徒の運動・スポーツ活動の参画を促進されることが期待されるほか、スポー

ツを通じた共生社会の実現を図る上で大変意義深い大会と考えております。

　スポーツ庁におきましては、スポーツを通じた共生社会の実現に向けて、第三

期スポーツ基本計画などを踏まえ、障害のある人のスポーツ実施に係る障壁の

解消を図っております。障害の有無にかかわらず、ともにスポーツを楽しんでいく

ことができる環境づくりに引き続き全力で取り組んでまいります。具体的には、パ

ラスポーツ団体、民間企業、地方公共団体等の関係団体が加盟するコンソー

シアムを立ち上げ、各団体が連携した新たな取組の創出を支援することで、身

近な場所でスポーツに親しむ環境の基盤づくりを進めております。

　選手の皆様におかれましては、これまで積み重ねられてきた成果を存分に発

揮されるとともに、フットサルを通じ、競い合い、お互いを高める中で、ともに同じ

スポーツをする全国の仲間との交流の輪を広げていただければと思います。

　結びに、本大会の開催に当たり御尽力いただいた公益財団法人日本ライオ

ンズをはじめ、関係者の皆様に心から感謝の意を表しますとともに、本大会の御

成功と選手の皆様の御健闘を祈念しまして、お祝いの言葉といたします。
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祝　辞

ライオンズクラブ国際財団

理事長　Dr.パティ・ヒル

　ライオンズクラブ国際財団 (LCIF)を代表し、第3回フットサル全国大会の開催

と皆さんのご参加をを心からお祝い申し上げます。皆様のこのような活動へのコミ

ットメントは、さまざまなニーズにあふれた世界に意義ある変化をもたらすものです。

　LCIFはライオンズ・インターナショナルの国際財団として、世界中のライオンズ

とレオに交付金という形で機会を提供しています。これらの交付金は助けを必要

としている人々の暮らしを改善し、災害後の救援を可能にし、長期的な人々の

健康環境の改善に貢献するなど、その他多くの活動を支援しています。 

　1968年の創設以来、 LCIF は 2万件以上、金額にして13億ドルを超える交

付金によりライオンズの世界各地での活動を支援し、拡大してきました。そして、

大きな事業から小さな奉仕活動まで、世界中で支えるこれらの交付金事業ひと

つひとつが、世界をより良く変えてきたのです。

　LCIFは、公益財団日本ライオンズと正式なパートナーとなり、特別支援学校の

生徒たちがフットサルを通してスポーツを楽しみ、スポーツから多くの重要なこと

を学ぶ機会を提供することができることを、誇りに思います。この度、この重要な

活動の全国大会にLCIFが参加できることは大きな喜びです。

　私たちがこのように重要なミッションを支援できるのも、地域と世界をより良くした

いという思いでLCIFに寄付してくださる多くのライオンズやレオがいればこそです。 

　公益財団法人日本ライオンズとLCIFはこれからも協力して、必要とされる支

援を提供してまいります。

　この度の全国大会の成功を心からお祈り申し上げます。

　奉仕の心で
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祝　辞

愛知県知事

大村　秀章

　第３回全国特別支援学校フットサル大会全国大会が愛知県において、盛大

に開催されますことを心よりお喜び申し上げます。

　今年で３回目を迎える本大会では、『自立とRESPECT』を基本コンセプトに、

特別支援学校の生徒の主体的判断を尊重し、他人を思いやる心の育成など

生徒達の成長に大いに貢献していただいており、本大会の開催にご尽力いた

だいた公益財団法人日本ライオンズの皆様には深く敬意を表します。

　愛知県では、スポーツ振興に関する中長期的な展望と、総合的な施策を示

す新たな計画として、「愛知県スポーツ推進計画2023-2027～スポーツがつな

ぐ愛知の未来～」を2023年３月に策定いたしました。この計画の取組期間にお

いては、2025年７月のIGアリーナの開業や2026年のアジア競技大会・アジアパ

ラ競技大会の開催などの大規模プロジェクトが控えており、このインパクトを最

大限に活かし、競技力の向上や障害者スポーツの振興はもとより、スポーツを通

じた共生社会の実現や地域活性化といった様 な々成果を生み出し、日本を盛

り上げていきたいと考えております。

　全国特別支援学校フットサル大会が今後も継続的に開催され、フットサルを

通じて共生社会の実現に向けた取組がさらに広がっていくことを期待するととも

に、選手の皆様におかれましては、この大会を一つの契機として、全国から参加

された選手との交流を深めていただきたいと思います。

　最後になりましたが、本大会に参加されます選手並びに関係者の皆様の御

健勝と御多幸を心から祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。
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祝　辞

全国特別支援学校長会

会長　三浦　昭広

　第３回全国特別支援学校フットサル大会が、愛知県名古屋市において開催

されますことを、心よりお祝い申しあげます。

 本大会は第３回を迎えました。記念すべき第１回大会は、北海道札幌市で開

催され、今回の第３回大会も盛大に開催されますことに、公益財団法人日本ライ

オンズの皆さまに敬意を表しますとともに感謝を申しあげます。

 今年の８月、９月には、パリ2024パラリンピック競技大会が開催されました。選

手の皆さんがメダル獲得に向け、これまで練習してきた成果や、自分と仲間を信

じて力を発揮する姿に感動しました。本大会に参加する選手の皆さんにも、自

分と仲間を信じ、心をひとつにして試合に臨んでほしいと思います。

　さて、全国特別支援学校長会は、共生社会の実現や障害のある子供たちの

将来が希望にあふれるような社会になることを目指しています。その取り組みの

大きなテーマの一つに、特別支援学校に在籍する児童生徒のスポーツ活動の

推進と充実があります。

　本日、ここ名古屋の地において、全国特別支援学校フットサル大会が開催され

ますことは、全国の特別支援学校に在籍する児童生徒の励みや大きな目標になる

とともに、これまでの練習の成果を発揮する貴重な場になることと確信しております。

　本大会に出場する選手の皆さんには、全国から出場する選手との交流を深

め、ルールやマナーを守り、これまでの練習の成果を十分に発揮することを期待

しています。

　結びに、貴財団と本大会のますますのご発展を祈念いたしまして、お祝いの

言葉といたします。
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開　催　要　項

１　主　　催
２　主　　管
３　後　　援
４　運営協力
５　全国大会

６　地区大会

７　出場資格

８　競技方法

９　その他

公益財団法人　日本ライオンズ
第３回全国特別支援学校フットサル大会　実行委員会
スポーツ庁、愛知県、名古屋市、全国特別支援学校長会、中日新聞社
ライオンズクラブ国際協会334-A地区、公益財団法人愛知県サッカー協会

⑴開催期日
⑵会　　場

⑶日　　程

⑷宿　　泊

2024年11月2日（土）　午前９時
競技会場：名古屋市中村スポーツセンター　 
宿　　泊：名鉄グランドホテル
式　　典：開会式　　名鉄グランドホテル
　　　　　閉会式　　名古屋マリオットアソシアホテル
2024年11月1日（金）　午後３時～　　　　抽選会・開会式
2024年11月2日（土）　午前９時　　　　　競技会
　　　　　　　　　　  午後６時　　　　　表彰式・閉会式
名鉄グランドホテル
住所：名古屋市中村区名駅１丁目２－４
大会参加者及び大会関係者

⑴日　　程
⑵開催組織

2024年7月～9月までの間で、全国12地区において地区大会を開催すること。
各地区大会は、次の組織等が担当すること。

⑴教育課程
⑵チ ー ム
⑶校長承認
⑷編　　成
⑸補　　助
⑹地区大会
⑺全国大会

国際サッカー連盟制定のフットサル競技規則を適用するものとする。
競技規則の詳細は、全国大会要項及び地区大会要項による。

生徒の卒業後の就労・生活等に役立つよう、生徒の主体性を重んじること。

特別支援学校学習指導要領に基づく教育課程で学ぶ特別支援学校等であること。
単独校生徒で編成されたチームであること。
各校は校長の承認の下で、１チームを参加すること。
１チームの上限は、生徒8名、引率者3名、合計11名で編成すること。
各地区大会出場校は、地区大会予算の範囲内で助成を受けることができる。
各地区大会は、各地区の状況を踏まえた大会要領の下で開催すること。
地区大会の優勝校は、主催者が経費負担する全国大会に出場すること。

地区大会 ライオンズクラブ担当 地区大会の担当組織 主管担当
北海道地区 331　片山　雅裕 公益財団法人明日佳 鈴木　重男

東北地区 332　小野寺眞悟 一般社団法人東北サッカ－協会
東北福祉大学

天本　清隆
大西　孝志

東関東地区
西関東地区

333　山川　　洋
330　伊賀　保夫 関東知的障がい者サッカー連盟 木村　純一

北信越地区 334　大山　恭範 一般社団法人北信越サッカ－協会 谷内　浩仁

東海地区 334　大山　恭範 東海地区大会実行委員会 野村　政司
髙橋　　敬

東関西地区
西関西地区 335　廣田　晃一 関西知的障がい者サッカー連盟 芥川　豊和

中国地区
四国地区

336　池原　　堅 環太平洋大学サッカー部 桂　　秀樹

北九州地区
南九州地区

337　池上　　信 一般社団法人沖縄県障がい者サッカー連盟
大分県立大分支援学校

金城　　充
清末　直樹
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運　営　組　織

大会会長
大会副会長
実行委員長
実行副委員長
実行事務局長
実行副事務局長
実行副事務局長

小野寺眞悟
山川　　洋
大山　恭範
野村　政司
髙橋　　敬
坂野　友昭
北川　隆宏

公益財団法人　日本ライオンズ　理事長
公益財団法人　日本ライオンズ　副理事長
公益財団法人　日本ライオンズ　理事
ライオンズクラブ国際協会334-Ａ　一宮ライオンズクラブ
ライオンズクラブ国際協会334-Ａ　一宮ライオンズクラブ
ライオンズクラブ国際協会334-Ａ　東海ライオンズクラブ
ライオンズクラブ国際協会334-Ａ　名古屋東山ライオンズクラブ

実行委員
実行副委員
実行副委員

竹内良太郎
鈴木　　勲
近藤　和顕

334-Ａ　名古屋ＭＪＦライオンズクラブ
334-Ａ　名古屋ＭＪＦライオンズクラブ
334-Ａ　名古屋ＭＪＦライオンズクラブ

プログラム部会 大会プログラムの製作

実行委員
実行副委員
実行副委員

日向　雅樹
大本　浩竜
小林　立治

334-Ａ　豊橋みなとライオンズクラブ
334-Ａ　豊橋西ライオンズクラブ
334-Ａ　豊橋みなとライオンズクラブ

救護部会 期間中の救護体制、感染症対策全般　等

実行委員
実行副委員
実行副委員

久保　辰也
御子柴孝明
山田　将光

334-Ａ　一宮ライオンズクラブ
334-Ａ　一宮ライオンズクラブ
334-Ａ　一宮ライオンズクラブ

移動部会 参加校及び関係者の交通手段、移動に関する手配、会場間の誘導　等

実行委員
実行副委員
実行副委員

杉浦　義和
山岸　　慎
鈴木　崇義

334-Ａ　豊田ルネッサンスライオンズクラブ
334-Ａ　豊田ルネッサンスライオンズクラブ
334-Ａ　豊田ルネッサンスライオンズクラブ

進行部会 開会式、閉会式、食事会、交流会進行、競技進行、アナウンス原稿　等

実行委員
実行副委員
実行副委員

伊藤　美穂
伊藤　幹久
榊原美津子

334-Ａ　武豊ライオンズクラブ
334-Ａ　武豊ライオンズクラブ
334-Ａ　武豊ライオンズクラブ

競技審判部会 抽選会、組み合わせ、会場整備、競技ルール策定及び運営、審判業務　等

実行委員
実行副委員
実行副委員

大藪　伸康
田中　秀樹
斎木　　隆

334-Ａ　丹羽ライオンズクラブ
334-Ａ　江南ライオンズクラブ
334-Ａ　丹羽ライオンズクラブ

総務部会 競技場受付、弁当や記念品、会場警備　等

実行委員
実行副委員
実行副委員

乙瀬　英治
伊藤　幹郎
矢田　　誠

334-Ａ　名古屋みなとライオンズクラブ
334-Ａ　名古屋みなとライオンズクラブ
334-Ａ　名古屋みなとライオンズクラブ

宿泊部会 参加校及び関係者の宿泊手配及びサポート　等

実行委員
実行副委員
実行副委員

岡田　裕明
高須　政義
中村　禎吾

334-Ａ　西尾ライオンズクラブ
334-Ａ　西尾ライオンズクラブ
334-Ａ　西尾ライオンズクラブ

ボランティア部会 大会運営補助、ハーフタイムショー　等
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大　会　日　程

15:00

15:50
16:00

17:00
18:00
17:15

マッチコーディネーションミーティング　　　対象：地区主管、引率責任者、チームキャプテン、実行委員
　大会スケジュール説明、大会ルール確認、参加選手の確認、抽選会　等
開会式会場（名鉄グランドホテル11F　柏の間）に関係者集合
開会式
　◆開会宣言
　◆国歌斉唱
　◆優勝旗返還
　◆参加校紹介
　◆大会会長挨拶
　◆来賓祝辞

　◆抽選会結果発表
　◆選手宣誓
　◆記念品紹介
　◆閉会宣言
食事会・交流会　◆各地区参加校キャプテン挨拶
食事会・交流会終了　　以後、各地区参加校の自由時間
公益財団法人 日本ライオンズ理事及び地区大会担当者合同会議

公益財団法人　日本ライオンズ

栃木県立特別支援学校　宇都宮青葉高等学園

公益財団法人　日本ライオンズ
ライオンズクラブ国際協会
愛知県知事
愛知県特別支援学校長

愛知県立名古屋聾学校

公益財団法人　日本ライオンズ

副理事長

キャプテン

理事長
元国際会長

実行委員長
キャプテン
実行委員
理事

山川　　洋

増渕　翔太 さん

小野寺眞悟
山田　實紘 様
大村　秀章 様
小林　紀彦 様
大山　恭範
中西　大翔 さん
大藪　伸康
池上　　信

11F 柏の間

①11/1（金）　名鉄グランドホテル

17:30
17:50
18:00

18:35
18:40

19:40

20:00

各地区参加校、地区大会担当者、ライオンズ関係者　名鉄グランドホテルより名古屋マリオットアソシアホテルに移動（徒歩）
名古屋マリオットアソシアホテルへ参加校、関係者集合
閉会式
　◆開会宣言
　◆国歌斉唱
　◆成績発表
　◆表彰
　◆大会会長挨拶
　◆大会旗引継式
　◆次期開催地挨拶
　◆閉会宣言
公益財団法人 日本ライオンズ関係者退席
交流食事会
　◆参加校生徒、引率者、各地区大会担当者　等、参加　◆参加校校歌や感想発表など
交流食事会終了
各地区参加校、ライオンズ関係者　名古屋マリオットアソシアホテルから名鉄グランドホテルに移動（徒歩）
名鉄グランドホテル着　全日程終了

公益財団法人　日本ライオンズ

公益財団法人　日本ライオンズ
公益財団法人　日本ライオンズ
　～名古屋から東京へ～
公益財団法人　日本ライオンズ
第３回全国特別支援学校フットサル大会

理事

実行委員長
理事長
理事長
次期実行委員長
次期開催地理事
実行委員長

廣田　晃一

大山　恭範
小野寺眞悟
小野寺眞悟
石田　真一
伊賀　保夫
大山　恭範

⑤11/2（土）　名古屋マリオットアソシアホテル

6:45
7:50
8:05

朝食（２部制　Aグループは6：45　Bグルーブは7：15）
各地区参加校、地区大会担当者、ライオンズ関係者　名鉄グランドホテルより中村スポーツセンターへ移動（バス）
（２部制　Ａグループは7：50　Ｂグループは8：05）

18F カジュアルダイニング　アイリス
②11/2（土）　名鉄グランドホテル

7:00
8:00

朝食（7：00～9：30）
ホテル見送り

18F カジュアルダイニング　アイリス
⑥11/3（日）　名鉄グランドホテル

8:00
8:30
9:00

9:30

11:10
13:15

16:00
16:40

実行委員会集合
参加校、審判委員会、看護師、手話通訳等　集合
参加校入場
　◆大会会長挨拶
　◆ライオンズクラブ国際協会334-Ａ地区ガバナー挨拶
　●準備体操
予選リーグ開始
　●Ａ／Ｂコート　第1試合開始、以後15分間ランニングタイム　●試合間隔は、20分単位にて試合進行
　●各参加校は適宜、昼食をとる
ハーフタイムショー
決勝・順位決定リーグ開始
　●決勝決定リーグ（３位～１位）は、10分-5分-10分　●順位決定リーグ（４位～12位）は15分間ランニングタイム
各地区参加校、地区大会担当者、ライオンズ関係者　中村スポーツセンターより名鉄グランドホテルへ移動（バス）
バス、名鉄グランドホテル着（休憩、着替え）

③11/2（土）　中村スポーツセンター

理事長 小野寺眞悟
柴田　高志

10:00
10:00
11:00

公益財団法人日本ライオンズ　理事会
各地区担当主管者会議
公益財団法人日本ライオンズ理事 及び 各地区担当主管者 合同会議

④11/2（土）　中村スポーツセンター　会議室
第１会議室
第３会議室
第１会議室
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◎原則として、（公財）日本サッカー協会制定の「フットサル競技規則」を適用する。

競　技　規　則

①本大会は全国12地区の地方予選の代表校にて実施する。 
②ボールは、４号フットサルボールを使用する。 
③選手の交代は自由である。試合開始前に選手全員が審判に用具のチェックを受け、試合中の申し出は不
要とする。交代時は、自陣交代ゾーン付近にてピッチ内の選手が完全にピッチの外に出てから、次の選手
がピッチ内に入る。監督は責任をもって、選手交代の管理監督を行う。
④キックインは、ボールがピッチから出た地点のサイドライン上から静止したボールを４秒以内に蹴る。相手
競技者はボールから５ｍ以上離れる。 
⑤ゴールクリアランスは、ゴールキーパーがペナルティエリア内から４秒以内に実施する。相手競技者は
キーパーからボールがリリースされるまでペナルティエリア内に入ることが出来ない。 
⑥キックインから直接ゴールは出来ない。直接ゴールした場合は、ゴールクリアランスから再開する。 
⑦キックイン、フリーキック等による再開する際は、相手競技者は５ｍ以上離れる。 
⑧ファイブファウルは、決勝リーグ戦のみ適用する。この場合、前、後半それぞれ各チームの累積ファウル６
つ目からファウルの起きた地点、もしくは第２ペナルティーマークのどちらかを選択し直接フリーキックを
行う。この場合、ファウルをしたチームの選手は、ＧＫを除きボールとゴールラインの間に位置することは
できない。 
⑨試合時間は、大会本部が示した所定の時間のランニングタイムで行う。所定の時間は以下の通り。
　・予選リーグ及び順位決定リーグは15分
　・決勝リーグは、１０分ハーフ、前後半実施（尚、ハーフタイムとして５分間の休憩を設ける）
⑩決勝リーグについては、前半・後半でコートチェンジを行う。
⑪順位の決定は以下のとおりとする。 
　１ 勝ち点（勝利‥３点、引分‥１点、敗北‥０点） 
　２ 得失点差（総得点 － 総失点） 
　３ 総得点が多いチーム 
　４ 当該チームの成績 
　５ 抽選（コイントス） 
⑫決勝リーグ及び順位決定リーグで順位が確定しない場合には、両チーム５名のＰＫ方式を実施し、勝敗を
決める。
⑬タイムアウトは適用しない。 
⑭安全面を考慮し、対人場面でのスライディングタックルを禁止する。なお、危険行為等が起きた際は、その
場から直接フリーキックにて再開する。 
⑮バックパスルールは競技規則通りに適用する。
⑯退場処分は、レッドカードもしくは１試合２度のイエローカードによるものとするが、次の試合には累積しな
い。退場後の選手の補充は競技規則に則るものとする。 

⑰選手は、同色のユニフォームを着用する。ユニフォームがない場合、又は両チーム同色の場合は、各チーム
のビブス(各チームはユニフォームと色が異なるビブスを持参すること)の着用により対処する。 
⑱出場選手は必ずレガースを着用することとする。 
⑲ネックレス、指輪、ピアスなどの装飾品を装用することは禁止とする。ヘッドギアやフェイスマスク、 膝や肘
のサポーターは柔らかくパッドの入ったものとする。眼鏡を着用する際は、スポーツメガネ、又は ゴーグル
等でカバーすること。いずれの場合もチームの第１試合の前に主催者の承認を得ることとする。 
⑳ベンチには大会に登録された選手、スタッフのみが入れる。
㉑原則として監督には「交代指示及び身体等の危険・緊急時の指示」のコーチングを許可する。但し通常の
ゲーム中においては、監督及びコーチ等によるコーチングは本大会の主旨により、原則、禁止とする。
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競技スケジュール

Aブロック あ い う え

あ ① ③ ⑤

い ① ⑥ ④

う ③ ⑥ ②

え ⑤ ④ ②

Bブロック か き く け

か ① ③ ⑤

き ① ⑥ ④

く ③ ⑥ ②

け ⑤ ④ ②

Cブロック さ し す せ

さ ① ③ ⑤

し ① ⑥ ④

す ③ ⑥ ②

せ ⑤ ④ ②

【予選リーグ】
Aコート Bコート

9：30 A①あ×い B①か×き
9：50 C①さ×し A②う×え
10：10 B②く×け C②す×せ
10：30 A③あ×う B③か×く
10：50 C③さ×す A④い×え
11：10 ハーフタイムショー
11：45 B④き×け C④し×せ
12：05 A⑤あ×え A⑥い×う
12：25 C⑤さ×せ B⑤か×け
12：45 B⑥き×く C⑥し×す

【決勝・順位決定リーグ】
13：15 α①ア×イ β①カ×キ
13：35 γ①サ×シ
13：55 δ①タ×チ β②カ×ク
14：15 γ②サ×ス α②ア×ウ14：35 δ②タ×ツ
14：55 β③キ×ク γ③シ×ス
15：15 α③イ×ウ δ③チ×ツ
15：40

　　　　※αブロック（決勝リーグ）のみ10分ハーフ
　　　　　その他の試合はすべて15分ランニングタイム制

【ブロック内順位決定】
①勝ち点（勝３、引き分け１、負０） ②当該チームの成績
③得失点差 ④総得点
⑤抽選（コイントス）

Aブロック 勝敗 勝ち点 得点 失点 得失点差 順位

あ 勝　　　敗　　　引分

い 勝　　　敗　　　引分

う 勝　　　敗　　　引分

え 勝　　　敗　　　引分

Bブロック 勝敗 勝ち点 得点 失点 得失点差 順位

か 勝　　　敗　　　引分

き 勝　　　敗　　　引分

く 勝　　　敗　　　引分

け 勝　　　敗　　　引分

Cブロック 勝敗 勝ち点 得点 失点 得失点差 順位

さ 勝　　　敗　　　引分

し 勝　　　敗　　　引分

す 勝　　　敗　　　引分

せ 勝　　　敗　　　引分

12



α　決勝リーグ（各ブロック1位）

各ブロック1位 ア イ ウ

ア ① ②

イ ① ③

ウ ② ③

γ　7位～9位決定リーグ（各ブロック3位）

各ブロック3位 サ シ ス

サ ① ②

シ ① ③

ス ② ③

β　4位～6位決定リーグ（各ブロック2位）

各ブロック2位 カ キ ク

カ ① ②

キ ① ③

ク ② ③

δ　10位～12位決定リーグ（各ブロック4位）

各ブロック4位 タ チ ツ

タ ① ②

チ ① ③

ツ ② ③

αブロック
（決勝リーグ） 勝敗 勝ち点 得点 失点 得失点差 順位

ア 勝　　　敗　　　引分

イ 勝　　　敗　　　引分

ウ 勝　　　敗　　　引分

βブロック
（4位～6位） 勝敗 勝ち点 得点 失点 得失点差 順位

カ 勝　　　敗　　　引分

キ 勝　　　敗　　　引分

ク 勝　　　敗　　　引分

γブロック
（7位～9位） 勝敗 勝ち点 得点 失点 得失点差 順位

サ 勝　　　敗　　　引分

シ 勝　　　敗　　　引分

ス 勝　　　敗　　　引分

δブロック
（10位～12位） 勝敗 勝ち点 得点 失点 得失点差 順位

タ 勝　　　敗　　　引分

チ 勝　　　敗　　　引分

ツ 勝　　　敗　　　引分
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北海道札幌あいの里高等支援学校
〒002-8074　北海道札幌市北区あいの里４条７丁目１番１号
全校生徒／193人　部員／24人

　北海道札幌あいの里高等支援学校サッカ
ー部は１年生６名、２年生８名、３年生10名
の計24名で活動しています。今大会では、 
これまで支えてくださった多くの方々への感
謝の気持ちを忘れず、チームコンセプトであ
る「自分で考え、判断し、行動する」を全国の
舞台でもあいの里らしく発揮し、北海道18
校の代表としての誇りと自覚を持って勝利を
目指します。応援よろしくお願いいたします。

TEA
M

 STA
FF &

 PLAYER

監督  笹本　大輔 コーチ  城村　朋希 コーチ  島尻　幸平

小林　大樹 照井　蘭々 星野　颯汰 茂野　由斗

長谷川　駿太 澤　健太 西髙　龍聖 吉田　一孝
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背番号 ポジション 名　前 学年 一言コメント・大会への意気込みや自己PRなど

9 FP 小林　大樹 高3 日本一になる！

一生懸命！

全部止める！

みんなで声をかけ合えるように頑張る！

僕が点を決めて優勝に導きます！

全力でディフェンスをする！

声がけ・DF・気持ちで負けない！

試合の流れを変えられるようなプレーがしたい！7 FP 照井　蘭々 高3

10 FP 星野　颯汰 高3

6 FP 茂野　由斗 高2

1 GK 長谷川　駿太 高2

5 FP 澤　健太 高1

8 FP 西髙　龍聖 高1

11 FP 吉田　一孝 高1

北海道大会成績
▼1位リーグ
　△ 0－0　市立札幌みなみの杜高等支援学校
　◯ 3－0　北海道中札内高等養護学校

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

シャツ パンツ ソックス
グリーン グリーン ネイビー

ネイビー ネイビー ネイビー
グレー

FP

FP
GK グレー グレー

グレーGK グレー グレー

メイン

サブ

監督よりひとこと
どんな状況でも、あいの里らしく、自分で考えて動きだそう！勝利を目指して！
出場チームの皆さん、この素晴らしい大会を全力で楽しみ、ともに盛り上げていきましょう！
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宮城県立支援学校岩沼高等学園
〒989-2455　宮城県岩沼市北長谷字豊田1-1
全校生徒／109人　部員／8人

　本校は、平成13年に開校し、今年で創立24年目を迎えました。軽度の知的障害のある生徒
を対象とする特別支援学校で、高等部のみ設置された学校です。現在は109名の生徒が在籍し
ています。今回の大会に向け、特設のフットサル部を創設し練習を重ねてきました。サッカーに
対する熱い思いは誰にも負けません。東北代表として誇りを持って戦います。全国の皆さんと戦
えることを楽しみにしています！

TEA
M

 STA
FF &

 PLAYER

監督  久野　輝美 コーチ  三塚　芳久 コーチ  佐藤　和香

浜塚　佑大 守　睦海 古川　来駕 長井　琉生

千葉　奏和 浅沼　里玖 佐藤　雪斗 吉田　龍生
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背番号 ポジション 名　前 学年 一言コメント・大会への意気込みや自己PRなど

42 ALA
FIXO 浜塚　佑大 高3 チームの中心選手になれるように頑張ります。鬼キープ力が得

意です！

全力を出して頑張ります！

ディフェンスを頑張って、１点でも多くゴールも決めたい！

全国大会で優勝したいです！
周りが驚くようなプレーをしたいです！

優勝目指して頑張ります！

気持ちで負けないように積極的にプレーしたいです！

全国で得点をいっぱいとれるように頑張ります！

プロ選手くらい素晴らしいプレーを見せて初優勝します！43 ALA 守　睦海 高3

49 GOLEIRO
PIVO 古川　来駕 高2

45 ALA 長井　琉生 高2

46 ALA 千葉　奏和 高1

47 ALA
FIXO 浅沼　里玖 高1

35 ALA 佐藤　雪斗 高1

48 GOLEIRO
PIVO 吉田　龍生 高1

東北大会成績
▼リーグ戦
1試合目　◯ 4－1　福島県立相馬支援学校
2試合目　◯ 2－1　宮城県立小松島支援学校
3試合目　◯ 4－2　秋田県立ゆり支援学校
4試合目　◯ 7－1　岩手県立盛岡峰南高等支援学校・学校法人カナン学園三愛学舎

▼順位決定戦　◯ 3－1　秋田県立栗田支援学校

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

シャツ パンツ ソックス
黄 緑 黄

白 緑 黄
白

FP

FP
GK 緑 黄

黄GK 緑 黄

メイン

サブ

監督よりひとこと
東北代表として最後まで諦めず戦えるように選手たちを鼓舞したいと思います。
初出場、初優勝目指します！
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栃木県立特別支援学校 宇都宮青葉高等学園
〒320-8506　栃木県宇都宮市京町9番32号
全校生徒／233人　部員／21人

　公益財団法人日本ライオンズ様主催の全
国特別支援学校フットサル大会に昨年から
参加させていただいています。試合機会の
少ない環境の中、全国から集まるこのような
大きな大会に参加できることは、チームの大
きな喜びとなっています。昨年は初参加で何
も分からない状態でしたが、選手たちの最後
まであきらめない全力プレーが功を奏し、一
戦必勝の先に優勝がありました。二連覇を目
指して、部員２１名で日々の練習に取り組ん
でいます。

TEA
M

 STA
FF &

 PLAYER

監督  柳田　嘉紀 コーチ  吉高神　猛 コーチ  鬼澤　晃司

増渕　翔太 生田目　陸翔 大島　翠海 穴田　大夢

小林　愛門 小柳　心輝 大町　侑輝 大久保　史弥

18



背番号 ポジション 名　前 学年 一言コメント・大会への意気込みや自己PRなど

7 FIXO 増渕　翔太 高3 サッカーを愛する新キャプテン

天性のサッカーセンスを発揮

止める・蹴る・走る　基本に忠実

青葉の新守護神　身体を張れる男

青葉のエースから日本のエースへ

相手を翻弄するドリブラー　シュートも魅力

強烈なシュートと強い気持ちが武器

自分の役割を忠実にこなせる仕事人8 PIVO 生田目　陸翔 高3

11 PIVO 大島　翠海 高3

12 FIXO 穴田　大夢 高2

19 ALA 小林　愛門 高2

20 ALA 小柳　心輝 高2

1 GOLEIRO 大町　侑輝 高2

14 ALA 大久保　史弥 高2

東関東大会成績

◯ 4－1　千葉県立特別支援学校市川大野高等学園
◯ 8－0　茨城県立結城特別支援学校
◯ 11－1　茨城県立水戸高等特別支援学校

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

シャツ パンツ ソックス
白 白 白

なし なし なし
緑

FP

FP
GK 黒 黒

なしGK なし なし

メイン

サブ

監督よりひとこと
練習は厳しく真剣に　試合は楽しく笑顔で
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東 京 都 立 永 福 学 園
〒168-0064　東京都杉並区永福1-7-28
全校生徒／300人　部員／23人

　東京都立永福学園サッカー部です。本校
は、東京都で最初にできた就業技術科の学
校です。一学年１００人の学校です。東京都全
域から交通機関を使って通って来ています。
　サッカー部は、部員２２名、マネージャーが
１名、顧問が７名で構成されています。今年
は、初めて東京都予選のオープンカテゴリー
に参加して、関東予選の出場権、名古屋大会
への出場権を得ることができました。チーム
一丸で優勝目指して頑張ります。

TEA
M

 STA
FF &

 PLAYER

コーチ  高野　恭平

宮川　大輝 野田　東吾 小林　晴人 増田　真浩

小松原　魁 渡部　一護 冨沢　波優斗 菅野　優月

今野　桂一アシスタント
コーチ 筒井　勇気アシスタント

コーチ

20



背番号 ポジション 名　前 学年 一言コメント・大会への意気込みや自己PRなど

2 アラ 宮川　大輝 高1 必殺仕事人：チームに貢献できるよう、焦らず、落ち着いて、プレ
ーするが目標です。

ゲームキャプテン：初めての出場なので練習通り頑張っていきた
いです。

流れを変えるジョーカー的存在：みんなの役に立てるように頑張
ります！！！

勇気・やる気・元気：全試合無失点で試合を終えられるように頑張
ります。絶対「優勝」して東京に帰りたいと思います！

万能型ストライカー：優勝目指してがんばる！！！

右サイドのドリブラー：がんばります！！！

快速ストライカー：小・中と今までお世話になった監督に恩を返す意味で、学ん
だことを発揮して勝利に貢献したいと思います。応援よろしくお願いします。

守備職人：優勝目指して頑張ろう！全力だ～！！！7 フィクソ 野田　東吾 高2

10 フィクソ 小林　晴人 高3

11 ピヴォ 増田　真浩 高3

12 フィクソ 小松原　魁 高2

15 アラ 渡部　一護 高3

17 ゴレイロ 冨沢　波優斗 高2

20 ピヴォ 菅野　優月 高3

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

シャツ パンツ ソックス
黄色 黄色 黄色

オレンジ オレンジ オレンジ
白

FP

FP
GK ピンク ピンク

緑GK 緑 緑

メイン

サブ

コーチよりひとこと
永福学園史上初のフットサル全国大会への参加ということで、今まで練習してきた成果を発揮して、
もっている力を目一杯出し、目標に向かって挑戦してほしいと思います。

西関東大会成績

◯ 3－1　東京都立羽村特別支援学校
◯ 2－0　東京都立南大沢学園
◯ 5－1　山梨県立高等支援学校桃花台学園
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富山県立富山高等支援学校
〒939-2206　富山県富山市坂本2600
全校生徒／52人　部員／9人

 平成25年、北陸初の軽度の知的障害者を
教育の対象とする特別支援学校として開校
しました。地域社会に貢献し、活躍できる人
材育成を目指し、卒業生を社会に送り出して
きました。
　昨年度に引き続き２度目の出場となりま
す。選手全員が「北信越大会突破、全国でも
上位に！」を目標に、生徒たちが率先して夏季
休業中の練習計画を立て、頑張ってきまし
た。リスペクト精神をもち、もっている力を出
し切りたいと思います。 

TEA
M

 STA
FF &

 PLAYER

監督  河村　拓 ヘッドコーチ  土井　響 コーチ  加藤　雄一

佐藤　海輝 檜谷　心太 寺西　陽大 村井　隆賀

蜷川　光琉 四ツ嶋　幸之助 松本　虎哲 須藤　魁斗
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背番号 ポジション 名　前 学年 一言コメント・大会への意気込みや自己PRなど

1 GL 佐藤　海輝 高3 相手のシュートを全部とめます！

だれよりも熱く！ピンチを救います。

スピードとガッツを武器に、フィールドを駆け抜けます！

キャプテンとしてチームを引っ張ります。

最後の砦としてチームを守ります。

チームを勝たせます。

冷静に攻撃し、チームに安定感をもたらします。

守備でチームを救います。4 FP 檜谷　心太 高2

7 FP 寺西　陽大 高3

8 FP 村井　隆賀 高3

9 FP 蜷川　光琉 高2

10 FP 四ツ嶋 幸之助 高2

11 FP 松本　虎哲 高3

12 GL 須藤　魁斗 高3

北信越大会成績
▼リーグ戦
　◯ 5－0　新潟県立江南高等特別支援学校
　◯ 13－0　石川県立小松特別支援学校
　◯ 6－0　石川県立明和特別支援学校
　◯ 10－0　石川県立いしかわ特別支援学校

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

シャツ パンツ ソックス
グリーン グリーン グリーン

グレー グレー グレー
レッド

FP

FP
GK レッド レッド

イエローGK イエロー イエロー

メイン

サブ

監督よりひとこと
目指すは優勝。最後まで選手を信じます。
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愛知県立名古屋聾学校
〒464-0021　愛知県名古屋市千種区鹿子殿21-1
全校生徒／93人　部員／18人

 名古屋聾学校サッカー部は、生徒１７名、マ
ネージャー１名で活動しています。一人ひと
りの個性が強く、普段は、まとまりがあるほう
ではありませんが、サッカーになると違いま
す。キャプテンを中心にコミュニケーションを
とり、最後まであきらめないプレーを見せて
くれます。地元での開催なので、大会を盛り
上げられるように奮闘したいです。 昨年度の
大会では、４位に終わってしまったので、過去
の悔しさをバネにし、優勝できるように頑張
ります！

TEA
M

 STA
FF &

 PLAYER

監督  筒井　舞 コーチ  吉村　雄太 コーチ  堀内　照将

田中　聖人 榊原　莉桜香 岡田　昊樹 西田　波琉

中西　晴基 中西　大翔 髙橋　絆爽璃 玉越　春翔
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背番号 ポジション 名　前 学年 一言コメント・大会への意気込みや自己PRなど

1 GL 田中　聖人 高1 どんなシュートも止める守護神！

スピードで切り裂くプレイヤー！

誰にも負けない運動能力が魅力のプレイヤー！

フィジカル＆センスで活きる男！

チームを鼓舞するプレイヤー！

全てワンタッチで決めるプレイヤー！

足の速さには自信ある攻撃型プレイヤー！

どんな時でもボールを止めるプレイヤー！4 FP 榊原　莉桜香 高1

25 FP 玉越　春翔 高1

7 FP 岡田　昊樹 高2

8 FP 西田　波琉 高1

9 FP 中西　晴基 高1

10 FP 中西　大翔 高専1

15 FP 髙橋　絆爽璃 高1

東海大会成績
▼リーグ戦
　◯ 5－0　岐阜県立東濃特別支援学校
　◯ 2－0　静岡県立富士特別支援学校富士宮分校
▼決勝トーナメント
　◯ 1－0　岐阜県立可茂特別支援学校
▼決勝戦
　◯ 7－2　三重県立特別支援学校伊賀つばさ学園

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

シャツ パンツ ソックス
ピンク ピンク ピンク

ピンク ピンク ピンク
グレー

FP

FP
GK グレー グレー

グレーGK グレー グレー

メイン

サブ

監督よりひとこと
３度目の正直！期待しています。
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奈 良 県 立 ろ う 学 校
〒639-1122　奈良県大和郡山市丹後庄町456
全校生徒／89人　部員／9人

　奈良県立ろう学校は、県内唯一の聴覚特
別支援学校です。早期教育部から高等部ま
で設置されており、全校幼児児童生徒は８９
名在籍しています。４年前に創部したサッカ
ー部は、現在９名で活動しています。部員の
半分以上は、中学や高校から始めたメンバー
であり、サッカーと体幹トレーニングが大好
きなチームです。短い時間の中で基本練習
から実践練習まで常に全力で取り組んでき
ました。初めての全国大会、チームワークを
武器に挑戦者として全力で挑みます。

TEA
M

 STA
FF &

 PLAYER

監督  隆宝　敏明 顧問  森　牧人 顧問  山中　淳生

林　拓海 三浦　洸矢 平井　淳暉 梶　正類

中村　充輝 村上　斗和 平野　彪 岸上　瑛
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背番号 ポジション 名　前 学年 一言コメント・大会への意気込みや自己PRなど

1 GL/FP 林　拓海 高3 怪我なく、失点もなく、全身全霊を捧げて頑張ります！！

しんどい時でも勝つ気持ちは変わりません！

自分の持ち味である右足でのシュートで点を取ります！

たくさんゴールし、もちろん優勝を目指します！！

今までたくさん練習したことを大会に活かせられるように頑張ります！

優勝を目指して頑張りたいです！

どんなに強そうな相手でも勝つ気持ちは負けないです！

全国優勝は俺たちが取ります！2 FP 三浦　洸矢 高3

3 FP/GL 平井　淳暉 高1

4 FP 梶　正類 高1

5 FP 中村　充輝 高3

6 FP 村上　斗和 高1

7 FP 平野　彪 中1

8 FP 岸上　瑛 高1

東関西大会成績
▼ブロックリーグ
　◯ 2－0　京都府立城陽支援学校
　◯ 4－0　京都府立舞鶴支援学校
▼決勝トーナメント
　準決勝　◯ 3－1　奈良県立高等養護学校
　決　勝　◯ 3－1　京都府立八幡支援学校

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

シャツ パンツ ソックス
白 白 白

青 白 青
ピンク

FP

FP
GK ピンク ピンク

緑GK 緑 緑

メイン

サブ

監督よりひとこと
選手・家族・教員一丸となって全力で挑みます。
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兵庫県立高等特別支援学校
〒669-1515　兵庫県三田市大原梅の木１５４６-６
全校生徒／119人　部員／20人

　部員20名、チームスローガン「積小為大」
のもと、日々の練習の積み重ねが、最終的に
目標である『日本一』に繋がると信じ、厳しい
練習に取り組んできました。フットサルでは、
初の全国大会出場となりますが、学校の代
表、兵庫県の代表、関西地区の代表として恥
じないプレーを心がけ、『コート内でもコート
外でも日本一のチーム』を目指します。是非、
皆様ご声援宜しくお願いします。

TEA
M

 STA
FF &

 PLAYER

監督  池上　雄星 コーチ  宮崎　龍矢 コーチ  松浦　靖岳

山羽　玲斗 西田　廉 岩﨑　澪志 小林　蒼生

高橋　遥斗 藤田　大輝 長井　零 宮内　星斗
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背番号 ポジション 名　前 学年 一言コメント・大会への意気込みや自己PRなど

4 FP 山羽　玲斗 高3 ディフェンスを頑張って　全国優勝

日頃の練習の成果を全て発揮して、チーム目標の「全国優勝」が
できるように頑張ります。

全国大会初出場ですが、たくさん得点を決め、チームの為に頑
張りたいと思います。

チームの為に貢献できるように頑張ります。

声を出す！全力で走る！下を向かない！

全国大会でも無失点でゴールを守り、フィールドの選手が受け
やすいパスを届けます。

最後まで走り切り、どんな時でも声を出して良い雰囲気を作り、
必ずチームを勝利に導けるように頑張ります。

全国大会メンバーに選ばれなかった選手の分まで全力で諦めず
に、チーム一丸となって戦います。5 FP 西田　廉 高3

9 FP 岩﨑　澪志 高2

11 FP 小林　蒼生 高2

14 FP 高橋　遥斗 高2

21 GK 藤田　大輝 高3

24 FP 長井　零 高1

30 FP 宮内　星斗 高2

西関西大会成績
▼予選リーグ
　◯ 1－0　大阪府立とりかい高等支援学校
　◯ 5－0　兵庫県立東はりま特別支援学校
▼決勝トーナメント
　準決勝　◯ 6－1　大阪府立なにわ高等支援学校
　決　勝　◯ 3－0　大阪府立とりかい高等支援学校

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

シャツ パンツ ソックス
オレンジ 紺 オレンジ

ホワイト 紺 ホワイト
緑

FP

FP
GK 緑 緑

なしGK なし なし

メイン

サブ

監督よりひとこと
チームスローガンは、『積小為大』。小さな努力をコツコツ積み重ねてきました。全国大会出場にあた
り、学校関係者や地域の方々、フットサルの指導をしてくださった方々、すべての方々に感謝の気持ち
を持ち、「全国優勝」というお土産をもって地元兵庫へ帰れるよう頑張ります。
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島根県立松江養護学校
〒690-0046　 島根県松江市乃木福富町７３３-２
全校生徒／194人　部員／21人

　松江養護学校は、本大会に連続３回出場する「常連校」となりました。今年こそは、悲願の全
国優勝を成し遂げるという強い思いで、練習に励んできました。３年生は、過去２回の大会に出
場し、実践力を積んでいることが「強み」です。本大会までの試合を経て、個人プレーもチーム
力もぐんぐん伸びています。自信をもって、「チームまつよう」らしいパフォーマンスを見せてほ
しいと思います。

TEA
M

 STA
FF &

 PLAYER

監督  藤田　勇気 コーチ  木次　雄作 コーチ  松本　舜佑

東　夢月 三島　大翔 坂田　大地 飯塚　翔矢

村松　斗也 矢壁　史穏 青木　頼星 土屋　俊喜

30



背番号 ポジション 名　前 学年 一言コメント・大会への意気込みや自己PRなど

1 GOLEIRO 東　夢月 高3 身体を張ってゴールを守ります！！

「やりきる」、「全力で」、「最後まで」
粘り強い守備でチームに貢献します！！

チーム全員で楽しんで自分たちらしいプレイをする。

全国大会では得点王目指して頑張ります！！

今年は特にゴールを決めることにこだわって練習してきました。チー
ムの勝利に貢献するために、全身全霊で確実にゴールを決めます！！

３年間の思いをこの大会でぶつけます！！
積極的にドリブルで仕掛けます！！

全力でがんばります

自分の全力を出して、最後まで戦う。
全国の舞台でゴールを決める！！2 ALA 三島　大翔 高3

5 FIXO 坂田　大地 高3

6 ALA 飯塚　翔矢 高3

7 FIXO 村松　斗也 高3

8 PIVO 矢壁　史穏 高3

9 ALA 青木　頼星 高2

10 ALA 土屋　俊喜 高3

中国大会成績
▼予選リーグ
　◯ 4－0　島根県立益田養護学校
　◯ 1－0　岡山県立南支援学校
▼決勝トーナメント
　準決勝　◯ 3－0　山口県立宇部総合支援学校
　決　勝　◯ 4－1　岡山県立瀬戸高等支援学校

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

シャツ パンツ ソックス
青 青 青

青 青 青
緑

FP

FP
GK 緑 緑

緑GK 緑 緑

メイン

サブ

監督よりひとこと
今年のチームは一体感という部分で、すごくみんながいい方向に向いていると思います。大会では応
援してくださるすべての人に”感謝”の気持ちを忘れずに、”全国優勝”目指して最後まで自分たちらし
く戦う姿に期待しています。

31



香川県立香川東部支援学校
〒769-2302　香川県さぬき市長尾西475番地
全校生徒／146人　部員／22人

　私たち香川東部支援学校は今回で3度目
の全国大会出場となります。昨年は1勝もで
きず、大変悔しい思いをしました。新チーム
になり、その経験をした上級生が思いを晴ら
すべく、日頃から熱心に練習に励み、新入生
をうまく導き、見事な試合運びで四国地区予
選を勝ち抜き、全国大会出場を決めました。
いつも応援してくれる保護者や先生方、仲間
への感謝を忘れず、フットサルを精一杯楽し
みたいと思います。未熟な面もたくさんあり
ますが、全力でプレーすることを心がけ、ま
ずは1勝を目指して頑張ります。

TEA
M

 STA
FF &

 PLAYER

監督  宮本　覚 コーチ  沼田　彗 コーチ  橋塚　竜郎

西村　龍青 横畠　未月輝 天本　諒 三好　響

泉　幸輝 国元　勇磨
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背番号 ポジション 名　前 学年 一言コメント・大会への意気込みや自己PRなど

3 FP 西村　龍青 高1 ドリブルと守備を頑張りたいです。
気持ちで負けないようにしたいです。

ゴールを決められないようにして、チームを勝利に導きたいです。

去年は一度も勝てなかったので、チームの役に立てるように、
しっかり走って勝ちたいです。

３回目の全国大会です。キャプテンとして守備も攻撃もチームの
中心となり、１回でも多く勝ちたいです。

優勝目指して頑張ります。

シュートが打てる状況を作って、1点でも多く得点を決めたいです。5 FP 横畠　未月輝 高1

12 GK 天本　諒 高1

2 FP 三好　響 高1

6 FP 泉　幸輝 高2

7 FP 国元　勇磨 高3

四国大会成績

▼1回戦
　◯ 2－0　愛媛県立宇和特別支援学校
　◯ 4－1　愛媛県立宇和特別支援学校
　◯ 1－0　愛媛県立宇和特別支援学校

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

シャツ パンツ ソックス
グリーン ネイビー ホワイト

ホワイト ホワイト ブルー
オレンジ

FP

FP
GK オレンジ イエロー

オレンジGK オレンジ イエロー

メイン

サブ

監督よりひとこと
今年も全国の強豪チームと対戦できる貴重な機会をいただきました。チームの代表ということを自覚
し、みんなの想いを背負い、悔いの残らないプレーで試合を楽しんで欲しいと思います。
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長崎県立希望が丘高等特別支援学校
〒859-0401　長崎県諫早市多良見町化屋９８６-６
全校生徒／87人　部員／16人

　私たちは、長崎県立希望が丘高等特別支
援学校サッカー部です。長崎県大会、北九州
大会を勝ち抜いて、念願の全国大会出場を
果たすことができました。
　今回の全国大会へ向けて、サッカー部員16
名全員で、日頃の学校生活や練習の時間を
使って、心と体の準備をしてきました。私たち
のチームに関わってくださったすべての方々
へ、感謝の気持ちを込めて、長崎の希望魂を
見せつけます！応援、よろしくお願いします！！

TEA
M

 STA
FF &

 PLAYER

監督  江口　貴紀 コーチ  大槻　和希 マネージャー  近藤　道子

鳥辺　柚希 野田　大揮

山本　隼人 三木　悠翔 酒井　康太 久松　舞翔

野　伶香 渕　日真里
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背番号 ポジション 名　前 学年 一言コメント・大会への意気込みや自己PRなど

10 アラ
フィクソ 鳥辺　柚希 高3 優勝目指して、がんばります！

全国大会の舞台を、思い切り楽しみます！

どんな相手とプレーできるか、楽しみです！

しっかりゴールを守れるように、頑張ります！

先輩たちにの姿を目に焼き付けながら、一生懸命プレーします！

全国大会で、1点取ります！

緊張しますが、精一杯プレーします！

チーム全員の思いを背負って、頑張ります！1 フィクソ
ゴレイロ 高3

4 ピヴォ
アラ 野田　大揮 高3

5 ピヴォ
アラ 高3

7 フィクソ
アラ 山本　隼人 高2

9 ピヴォ
アラ 三木　悠翔 高2

14 ゴレイロ
ピヴォ 酒井　康太 高1

13 フィクソ
アラ 久松　舞翔 高1

北九州大会成績
▼決勝戦
　◯ 4－1　福岡県立特別支援学校「福岡高等学園」

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

シャツ パンツ ソックス
青／橙 青／橙 青／橙

白 白 白
緑

FP

FP
GK 緑 緑

赤GK 赤 赤

メイン

サブ

監督よりひとこと
素晴らしい環境で競技ができることに感謝しながら、選手をサポートできたらと思います。

野　伶香

渕　日真里
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大分県立さくらの杜高等支援学校
〒870-0823　大分市東大道二丁目５番２３号 
全校生徒／93人　部員／12人

　本校は大分県内初の企業就労を目指した
職業教育を行う高等部のみの特別支援学校
として令和４年４月に開校しました。昨年度
初めて全国大会に出場し、全国のレベルの
高さを感じました。今年度はフィジカル面を
向上させるトレーニングに励んできました。
強敵揃いの全国大会で、どれだけ自分たち
の技術や体力が通用するか挑戦します。運
動量とパスワーク、決定力の高さで上位を目
指します。

TEA
M

 STA
FF &

 PLAYER

引率責任者  小野　泰史 監督  小澤　剛史 トレーナー  末永　昭久

山本　響樹 石井　智人 園田　祐士 眞田　獅苑

下津　大和 永冨　結也 佐藤　流星 髙野　柊己
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背番号 ポジション 名　前 学年 一言コメント・大会への意気込みや自己PRなど

1 GL/FP 山本　響樹 高2 チームを盛り上げれるように声を出し、全力で戦います。

常に穏やかに、忍耐強く頑張ります。和太鼓をしています。

先輩たちに負けないように頑張ります。

得意のディフェンスでチームに貢献します！

得意のドリブルでチームに貢献します！

全力で挑みます。

粘り強いディフェンスで、チームの流れをつくります。

パワーでチームに貢献できるように戦います。2 FP/GL 石井　智人 高2

3 FP 園田　祐士 高3

4 FP 眞田　獅苑 高3

5 FP 下津　大和 高1

6 FP 永冨　結也 高2

7 FP 佐藤　流星 高2

8 FP 髙野　柊己 高3

南九州大会成績
▼ブロックリーグ
　◯ 3－1　鹿児島県立鹿児島高等特別支援学校
　◯ 5－0　熊本県立熊本はばたき高等支援学校
▼決勝戦
　◯ 3－0　沖縄県立中部農林高等支援学校

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

シャツ パンツ ソックス
ピンク/ネイビー ネイビー ネイビー

グリーン グリーン ホワイト
グリーン

FP

FP
GK グリーン ホワイト

ピンク/ネイビーGK ネイビー ネイビー

メイン

サブ

監督よりひとこと
全国大会でしか味わえない雰囲気や緊張感を楽しみにしています。
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競技大会会場図

Aコート

Bコート

試合時・施設の注意事項について

・試合は15分1本（ランニングタイム）
・決勝戦のみ10分ハーフ（10分－5分－10分）
試合時について
※キックオフの時間は目安となっておりますのでスムーズにコート移動をお願いします。
※進行状況により試合時間は前後することがあります。
※大会が円滑に進行できるように主催・運営のご協力をお願い致します。
※スムーズな試合運びのため、次の試合を行うチームの皆さんは試合開始5分前には軽運動室へお集まりください。
会場について
※アリーナ内での飲食は禁止となります。（水分補給はOKです）　飲食はアリーナ以外の場所で行ってください。
※会場敷地内は全面禁煙となります。
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第4回全国特別支援学校フットサル大会の開催告知

1　主　　催　　公益財団法人日本ライオンズ
2　後援予定　　スポーツ庁、東京都、全国特別支援学校長会
3　各地区大会の日程
　　2025年6月～9月までの間で、全国12地区において地区大会を開催する。
4　全国大会の日程
　　（1）開催期日　2025年11月 1日（土）
　　（2）会　　場　競技会場：東洋大学赤羽台キャンパス 体育館（予定）
　　（3）日　　程　2025年10月31日（金）　16：00～  開会式
　　　　　　　　  2025年11月 1日（土）　9：30～  全国大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  16：00～  表彰式・閉会式

1　目的

2　会場

3　日時
4　主催
5　後援
6　主管
7　協力
8　日程

9　その他

本大会は、特別支援学校の生徒がフットサルを通して、日々、鍛錬してきた成果を踏まえ、自校生徒間のチームワークを
深めるとともに、他校生徒に敬意を持って接することにより、広く社会性を養い、就労への意欲を高めて、インクルーシブ
社会の実現に向けた当事者としての成長に寄与することを目的に開催します。
東洋大学赤羽台キャンパス 体育館（予定）
住所　〒115-8650 東京都北区赤羽台1-7-11
2025年11月 1日（土）　 9：30～
公益財団法人日本ライオンズ
スポーツ庁、東京都、全国特別支援学校長会
第4回全国特別支援学校フットサル大会実行委員会
ライオンズクラブ国際協会330地区、関東知的障がい者サッカー連盟
①開会式10月31日（金）  16：00～
　全校参加による開会式
②競技会11月 1日（土）  9：30～17：00会場（東洋大学赤羽台キャンパス 体育館（予定））
　競技、全校参加による表彰式、閉会式

●　1校の選手団は生徒8名、引率者3名、計11名で編成する。
●　各学校所在地から東京までの航空代金及び公共交通機関移動費並びに指定宿泊所での宿泊費は、主催者が全額助成する。
●　参加校は、主催者の決めた日程により行動する。
●　参加校は、自校生徒及び相手校生徒等への努力・敬意・勝者への称賛等を大事にする心を持つよう、各種の指導場面での留意に
努める。

●　本大会は、主催者が監督・コーチの立位及び座位でのベンチでの生徒への指示（選手交代を除く）の一切を禁止するので、各校の
日々の練習もそのような指導に努めることを求める。

●　競技規則は、当該年の（公財）日本サッカー協会フットサル競技規則を準拠するが、各地区大会では参加学校の特性及び障がいの
特性等に応じて、参加校の共通理解の下、適切に運用する。

●　全国大会の競技コートは、基本として、横18m以上×縦36m以上で、2面を設ける。
●　全国大会の競技時間は、予選3ブロックリーグ戦及び順位決定4ブロックリーグ順位決定リーグは15分ランニングタイム制で行い、
1位を決定する順位リーグ3試合は前後半10分ランニングタイム制で行う。

●　大会参加にあたって、各学校は旅行及びスポーツ傷害保険等の加入手続きを済ませる（日本スポーツ振興センター災害共済給付
に加入している場合はこれに代わるものとする）。

◯　自立への願い
　公益財団法人日本ライオンズは、特別支援学校の多くの生徒が、卒業後、実社会に出て就労することを踏まえて、生徒が自ら判断
し、自立的行動が可能になるように、生徒の主体的判断を尊重する大会を目指しています。
　このため、通常の競技会では許されている監督・コーチのベンチでの指示・命令を禁止しています。監督・コーチは、選手交代時以
外はベンチに座り、状況を見守り、生徒の自立的行動を正確に把握して、穏やかな態度で、生徒が主体的な判断・決定・実行する力を
高めるよう、温かな思いやりのある行動を期待しています。
◯　RESPECTへの願い
　生徒は、卒業後、実社会に出た場合、RESPECT「他人への思いやり」があれば、大抵のことは円滑に進めることができます。この大
会を通して、自校や他校の生徒同士、学校の先生、大会関係者、特にゲームでは審判へのRESPECT行動を具体的に示す大会を指し
ます。
　このため、会場での具体的な行動を通して、自校の生徒同士、引率の先生、対戦相手校の生徒、審判、大会関係者などには
RESPECTを表す「こんにちは」や「お願いします」「ありがとうございます」などの具体的な礼儀や言葉遣いを行うことを期待して
います。

公益財団法人日本ライオンズ主催　全国特別支援学校フットサル大会開催要項案

公益財団法人日本ライオンズの大会基本コンセプトは『自立とRESPECT』
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大会参加校数 大会参加校名
北海道地区大会
20校

北海道平取養護学校
北海道星置養護学校ほしみ学園
北海道高等聾学校
北海道札幌高等養護学校
北海道紋別高等養護学校
北海道伊達高等養護学校
北海道白樺高等養護学校
北海道小樽高等支援学校
北海道今金高等養護学校
北海道中札内高等養護学校幕別分校
北海道中札内高等養護学校
北海道札幌あいの里高等支援学校
市立札幌みなみの杜高等支援学校
市立豊明高等支援学校
北海道千歳高等支援学校
北海道釧路鶴野支援学校
北海度函館高等支援学校
北海道新篠津高等養護学校
北海道小平高等養護学校
北海道中標津支援学校

東北地区大会
11校

秋田県立ゆり支援学校
秋田県立栗田支援学校
岩手県立盛岡峰南高等支援学校・学校法人カナン学園三愛学舎
宮城県立小松島支援学校
宮城県立支援学校女川高等学園
宮城県立秋保かがやき支援学校
宮城県立光明支援学校
宮城県立支援学校岩沼高等学園
福島県立相馬支援学校
福島県立あぶくま支援学校

東関東地区大会
12校

栃木県立特別支援学校宇都宮青葉高等学園
栃木県立南那須特別支援学校
栃木県立国分寺特別支援学校
栃木県立那須特別支援学校
千葉県立特別支援学校市川大野高等学園
千葉県立市原特別支援学校つるまい風の丘分校
千葉県立特別支援学校流山高等学園
茨城県立水戸高等特別支援学校
茨城県立結城特別支援学校
日立市立日立特別支援学校
茨城県立土浦特別支援学校
茨城県立鹿島特別支援学校

西関東地区大会
11校

東京都立南大沢学園
東京都立羽村特別支援学校
東京都立志村学園
東京都立東久留米特別支援学校
東京都立府中けやきの森学園
東京都立八王子南特別支援学校
東京都立永福学園
東京都立青峰学園
横浜市立日野中央高等特別支援学校
山梨県立高等支援学校桃花台学園
山梨県立ふじざくら支援学校

西関西地区大会
13校

大阪府立たまがわ高等支援学校
大阪府立とりかい高等支援学校
大阪府立なにわ高等支援学校
大阪府立すながわ高等支援学校
大阪府立泉北高等支援学校
大阪府立和泉支援学校
兵庫県立いなみ野特別支援学校
兵庫県立のじぎく特別支援学校
兵庫県立芦屋特別支援学校
兵庫県立高等特別支援学校
兵庫県立西神戸高等特別支援学校
兵庫県立東はりま特別支援学校
兵庫県立北はりま特別支援学校

中国地区大会
4校

松江養護学校　乃木校舎
島根県立益田養護学校
広島県立黒瀬特別支援学校
岡山県立瀬戸高等支援学校

四国地区大会
3校

香川県立香川東部支援学校
愛媛県立宇和特別支援学校
愛媛県立今治特別支援学校

第3回全国特別支援学校フットサル大会各地区大会参加校一覧

大会参加校数 大会参加校名

北信越地区大会
8校

富山県立富山高等支援学校
富山県立高岡高等支援学校
石川県立明和特別支援学校
石川県立いしかわ特別支援学校
石川県立小松特別支援学校
新潟県立江南高等特別支援学校
新潟県立江南高等特別支援学校川岸分校
新潟県立五泉特別支援学校村松分校

東海地区大会
15校

岐阜県立岐阜清流高等特別支援学校
三重県立特別支援学校伊賀つばさ学園
静岡県立浜松特別支援学校
愛知県立名古屋聾学校
岐阜県立可茂特別支援学校
岐阜県立岐阜本巣特別支援学校
岐阜県立東濃特別支援学校
静岡県立藤枝特別支援学校焼津分校
岐阜県立恵那特別支援学校
岐阜県立西濃特別支援学校
静岡県立富士特別支援学校富士宮分校
愛知県立春日井特別支援学校
岐阜県立海津特別支援学校
静岡県立富士特別支援学校富士東分校
静岡県立袋井特別支援学校磐田見付分校

東関西地区大会
10校

京都教育大学附属特別支援学校
京都府立城陽支援学校
京都府立丹波支援学校
京都府立中丹支援学校
京都府立八幡支援学校
京都府立舞鶴支援学校
京都府立井手やまぶき支援学校
京都府立東山支援学校
奈良県立ろう学校
奈良県立高等養護学校

北九州地区大会
5校

福岡県立特別支援学校「福岡高等学園」（代表校）
長崎県立希望が丘高等特別支援学校
長崎県立島原特別支援学校
長崎県立佐世保特別支援学校
長崎県立虹の原特別支援学校

南九州地区大会
9校

熊本県立熊本はばたき高等支援学校（代表校）
大分県立さくらの杜高等支援学校
大分県立大分支援学校
宮崎県立みなみのかぜ支援学校（代表校）
宮崎県立向日ひまわり支援学校
鹿児島県立鹿児島高等特別支援学校（代表校）
鹿児島県立牧之原特別支援学校
沖縄県立中部農林高等支援学校
沖縄県立やえせ高等支援学校
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集　計
複　合 開催地区 2022第1回大会

参加校数
2023第2回大会 2024第3回大会

15
3
7
7
4
6
13
6
3
6
70

19
7
10
8
7
11
22
9
4
14
111

20
11
12
11
8
15
10
13
4
3
5
10
122

北海道
東北
東関東
西関東
北信越
東海
東関西
西関東
中国
四国
北九州
南九州

331
332
333
330
334

335

336

337
合　計
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